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みやだデザイン合同会社
創 業 年　平成 26年 7月
所 在 地　松浦市星鹿町岳崎免2395番地
社 員 数  2 人

介
護
予
防
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地
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支
え
合
い
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ポ
ー
タ
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松
浦
市
地
域
包
括
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ン
タ
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☎
内
線
１
９
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介
護
予
防
に
よ
る
元
気
な
暮
ら

し
と
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
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気
軽
に
ご
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加
く

だ
さ
い
。

【
対
象
】

　

市
内
在
住
で
、
健
康
づ
く
り
・
介

護
予
防
活
動
に
関
心
が
あ
る
人
。
支

え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
関
心
が

あ
る
人
、
20
人
程
度

【
日
時
】

　

全
5
回 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　

①
6
月
15
日
（
水
）

　

②
6
月
29
日
（
水
）

　

③
7
月
13
日
（
水
）

　

④
7
月
27
日
（
水
）

　

⑤
8
月
10
日
（
水
）

【
場
所
】

　

松
浦
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
す
こ
や
か
青
プ
ラ
ザ
3
階
）

【
内
容
】

・
高
齢
期
の
身
体
の
特
徴
、
運

　

動
に
つ
い
て

・
高
齢
期
の
食
事
に
つ
い
て　

　
（
調
理
実
習
あ
り
）

・
認
知
症
の
予
防
と
、
認
知
症

　

の
人
へ
の
接
し
方

・
地
域
で
の
助
け
合
い
活
動
に

  

つ
い
て　

な
ど

【
受
講
料
】

　

無
料　

【
申
込
期
限
】

　

6
月
8
日
（
水
）

里
親
制
度
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　

 
長
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県
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セ
ン
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長
崎
県
里
親
育
成
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」
で
は
、
様
々
な

事
情
で
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど

も
を
家
庭
に
受
け
入
れ
て
い
る

里
親
制
度
の
こ
と
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
里
親
制

度
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

6
月
21
日
（
火
）

午
後
2
時
〜
3
時

【
場
所
】

松
浦
市
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室

（
す
こ
や
か
青
プ
ラ
ザ
3
階
）

【
参
加
費
】　
　
無
料

【
申
し
込
み
】　

不
要

　私たちは、「子どもたちの未来に安心して
生きていける穏やかな環境を残したい」「働
き暮らしていける地域経済を残したい」
そんな思いで、自然エネルギー、IT、デザイ
ンの分野から、ひとと自然に無理なく継続
できる技術や仕組みを研究しています。

仕事内容
企業や商品の広報企
画・デザイン
HP、SNS の立上げ・
運営相談
　これからも、皆さ
んと携わりながら、
松浦に合った IT、デ
ザインの形を作って
行きます。
　

宮田悟史（みやださとし）星鹿町出身　44 歳
　横浜市で企業のエンジニアとして勤務。地元松
浦に戻り、平成 26 年に弊社を設立しました。プロ
グラムや、パソコン周辺機器の設計技術などを使
い、市内事業者さんの IT 関連サポートを行ってい
ます。

仕事内容
自然エネルギー研究
POS システムなど
の PC 関連機器導入
サポート
業務効率化のための
ソフトウェア導入サ
ポート

「ひとと自然にやさしい研究」

宮田友香（みやだゆか）福岡県出身　39 歳
　福岡の広告制作プロダクションに勤務していま
したが、さまざまなご縁があり、平成 27 年に松浦
市に移住。平成 29 年度まで地域おこし協力隊と
して勤務したあと、夫が代表を務める弊社に参画
しました。共に暮らす松浦の皆さんの困りごとを、
デザインを通して、一緒に解決していきます。
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『福島歴史民俗資料館』を紹介します！

　伊万里湾に浮かぶ福島は、海に面した美しい棚田
が象徴するように、昔から農業や漁業が盛んで豊
かな島でした。明治初期から石炭採掘が進められ、
大正、昭和と時代が移るにつれ坑口も次第に増え、
最盛期には多くの人で町も賑わっていました。
　しかし、その後の社会構造の急激な変化で町の
様相も大きく変わり、島内に多数あった炭鉱も
1972 年には全て閉坑となってしまいました。
　福島歴史民俗資料館には、当時の採炭の様子や
人々の暮らしの一場面が等身大で再現されており、
農具や漁具などの民俗資料も多数展示されていま
す。

　また、福島町の歴史を語るうえで貴重な史料で
ある、松浦市指定有形文化財「大河内家の古文書」
も展示・公開されています。ぜひお立ち寄りいた
だき、ご見学ください。

所 在 地松浦市福島町塩浜免 2993 ー 49
入 館 料無料
開 館 時 間 9時 30 分～ 17 時 30 分

休 館 日
毎週月曜日、祝日（こどもの日、
文化の日を除く）、年末年始

文化財課文化財係　☎内線356問合せ先

▲福島歴史民俗資料館 ▲大河内家の古文書

危険物安全週間 6月 5日（日）～ 6 月 11 日 ( 土 ) 

　

　消防本部消防課予防係
　☎ 0956-72-1211

家 庭 内 で 危 険 物 の 事 故 を 防 ぐ ポ イ ン ト

● 危険物は、子どもが触れないように管理する

● 危険物は、高温になる場所に保管しない

● 危険物の収納容器のふたを確実に閉める

● 屋内で危険物を取り扱うときは、定期的に換気する

● 火気の周囲で、危険物の取扱をしない

● 石油ストーブに灯油を補給する際は、必ず火を消す

※イベント・試験等は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期または中止する場合があります


